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手術所見： 胃ヲ検ス yレ＝ X紛ffr見（第1闘）＝全ク一致シテ胃鵠後壁／ペl、轡ユ近ク丸イ小指頭大ノ腫癒




























カ， xハ癒力・再~シタ ノ デアラウカ。
ソヨデ再ピ術前ノX線潟民（第1闘）ヲ詳細＝検Z Jレ＝摘出シタ服癒／ j柏、身上方＝於テ粘膜雛漢方’頼粒








赦メテ小サナ癌性礎化ヲナシタ腿壌が’アツテ， ソノ tjlI 1ツハ術前縄診可能且ツ粘膜雛験検査ユヨり詮明














潰蕩ノ J基底＝震を生 シタ癌膝ガキ目首進行シ尚度／！復＊ヲ 1~1~ 7援ユナツタ モノト考へ手術ヲ行ツ9。
腹股ヲ開 タ ェ紫波i主 ノ ：多最ノ！腹水アヲ。 幽門部ヲ検ス Jレ＝ 1J、聖母ヲ q1心ト シテ胃 ノ 商iJ壁後壁＝ If.9 ~島卵大
I腰蕩ア リ，表面ノ、粗，路震ト繊維素f:iJ程度ノ癒着アルノ ミ， 肝臓， 際機， 大綱，小網結腸間膜ユモ努
化ナク．リノ他何庭ユモ綿移7説明シナイ。 司ツテ Mikulicz-Krinleinノ術式ニ従ヒ胃切除ヲ行ヒ手術ヲ
終ツタ。
術前開ノ I吉iサユテ腹園 80cmアリシモ手術後ユノ、 70cm＝減少シ，ソノ後 72cm～78crnノ問ヲ上下シ，
2(1目日ユ退院シタ。退院後ハ腹7］υ、突第ニ減少シ手術前＝ハ繭仮I］下肢＝浮遊ヲ説明シタガコレハ±ク消失
シタ。 -t]J除機本ノ、組織~~的品ハ Adenocarιinom デアル。
本例＝於 テ臨床上敬へラレルコトハ弐ノ貼・デアyレ。臨床上幽門部ニ腫蕩ヲ誇明シ高度ノ腹水
ヲ件フ揚合エハ通常癌腫ノぶ期デ，－~f~i移ガア リ 手術不能 ト考ヘル場合ヵー多 イノデアル。然シ本例
ノ様＝高山ノ腹水ガアル＝モカ、ハラズj~等移モナク腫蕩ハ周｜キ1 ト何等癒着シテ居 ラズ切除可能





山 中 四 郎（！；（~：外科＊談曾昭和10年日月例含[ifj-演）
怠者 -1；歳，男子。
ミドー 訴・ l腹部膨涌}fl.ピH医n_t。
宅見病丹署： en <1110年 22/N 1・.＇腹部＝不快感ト 曜吐ヲ来ス。 H匝吐物ハ勝、1-t：’食物主主漬ナリ。：in11v鹿野／周
園＝捕将俊作ト曜吐アリ。 14/vヨリ食後記－a時間＝シテ上腹部膨3府議臭アJL.I愛気哨嚇ト共＂＇－ D匪吐ヲ来ス
＝至Fレ。日直n_t物ハ常＝豚汁様ナリ。漸次症状増悪シ最近ノイlラ胃f先j徐行tヒ小康ヲ得。




診断：十二指腸 ？ Papilla Valen ヨリ下部ェ狭窄アルコト明ナ H。
而シテ 1）痴腫， 2）結核性， :l）周回ヨリノ！慶治牽守｜ノjP｝レカ ソ決定センタメ x -iJ~検査ヲ行フ。
X線検査所見・ 胃形状，大サ正常幽門閉鎖不全ナJレ外病後ナシ。十．二桁腸ノ Uull;tb以 i:C サr~＝－持減












慮 置・腹痛／小結節ヲ切除シ Wo!fl er 氏胃腸吻合附·~土三氏吻合ヲ行フ。
根本：腺癒。
術後経過： 一般症状腿快 シ担レ共溺足スベキ程度＝アラズ， 1't~ ＝綴l主／不快感終痛ヲ訴7。
結論： 1) 従来ノ文献ニ徴スル＝小腸上部腫蕩ノ診悶ヲ術前＝確定スルハ至難トサル。最近






l ;1.s 日本外科貧函第 12 巻第 6 ~党
腸間膜淋巴腺結核ト誤ラレタノV慢性患様突起炎
町 田 建 雄（京都外科集談合nlHU10.tp0月例曾所淡）
患者： 17歳，女子。
主訴：腹痛（時々針ヂ刺スヤウニ痛ム）。










Blur 児rg ／疲状及ピ Iミoser、ein ／症朕ノ、5登明伊レナイ。 Iミoser、steir】ノ；並1，£状ρ詮明サレ Jレ。
腸雑音ノ、古危クj態エ，金属性／所ハナイ。 il.腸膨大部ノ、扱，，セズ。 Douglas股＝匪梢ハナイ。
X飢険常1日 単純撮影ヂ勝／；左方＝＊ヲ上方＝向ケti/j、腸ノ Metenri,m州 場chlingeアリ， コ／！協係ト勝／
下方ニ座店貼ヲ認メ ルモ腹痛ハ月号レナイ。コノ！術係ハ絞口的ユ入レ9」パリウム・ェテ有1-~抜大シテヲリ小
腸，、立＝ヨク移動シ，小腸ヲ排除スノレモ座布首都位ノ、一定ノ位置＝アJレ。







~n チ，コノ所見品ヨリ，念性員虫様突起炎ニ引キぬイ テ！浪局性デアルガ可成康範図＝亘リ腹膜炎 7起 シ，
ソ レ カ i古俗シダJlk強ナノレ司王ヲ礁~:i！. シタ。
廻育部ヲ夏＝言下シタ見ノレ ト，盲腸J、移動性F，其ノl、端 7＇（予 －~占 ＝正rI＇級品持チ4ミ シ得。
溢検突起ノ、R各ボ Jーt/ ＂＇＇込ユテ簿仙シテ， ソノJ械部ノ1苛＝尖端ヵ＇＊V，変z J 、ュ大綱及ピ廻腸ノ一部ガ
癒着セノレヲ見Fレ。
i.様突起ノ内部.＝./J、指頭大ノ硬結ヲ絢レ， ~nチ滴診＝ヨソテ知ツタ施療ハ，コノ Kotsteinヲ含メJレ癒
様突起ヂアツタ。 X Bauhin氏現時ヨリ約九m J：昔日デ廻盲 1／－！愈符セPレタ 人強ク屈灼サレ前立主ノ虫日キ X線
像 7手・シ担毛ノヂアル0 ;i.'ld：葉突起ヲ，其ノ尖端ノ大綱トノ癒着ハ其依ト シ，型ノJUIク切除ス。
夏＝左下腹部7所見ル品， S字紙結腸ト廻腸叫がJ・Jιmノ問ユテ大綱ヲ介シテ互＝癒者シ，コノ部／廻腸
／一部ノ、不規則ニ｝股脹シテ衆膜而ノ、組槌ヂア ノレ。狭窄ノ、~：？！. メ ラ レナイ。 ~nチ前漣ノ限局性／腹膜炎ノ後化
ノ、コ、ェモ l止ビ，力、ル癒着ヲ生 ジタモノト考へ ラノレ。 コノ昔［~.＝.最早炎症 ヲ認メズ，依ツテ癒着ハ其til.ト
ナシ，開腹創ヲ問ヅa
今後ハ党Lilィ淋巴腺ノ；行方ミ化シタモノトヲ X線像ノ上デ！m何ニシテ鑑別スベキカノ械リ所
ヲ主ilリタイモノ戸アyレ。
